
 

 

 

1. 本研究の主旨（コンセプト） 

 本研究は、生態系や景観モニタリングにおいて、50 年、100 年といった超長期にわたる視点

で、世代を超えて市民がやさしくできるモニタリングと、誰もが使えるデータの提供を主旨として、

新たなモニタリングシステムを構築するため、平成 19 年度から研究を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 本研究の空間定義            図 2 研究の目標 

 
2. 研究の内容 

 本研究の実施体制は図 3 のとおりです。沿岸域、海域および陸域のそれぞれのモニタリング

において、市民が簡易にモニタリングできる手法についての検討や施行を行ってきました。また、

広域的なモニタリング体制を構築するために、市民が参加している団体等のネットワーク形成に

ついて可能性の検討を行ってきました。21 年度は、モニタリングのマニュアルを作成し、さらには

ネットワーク形成を行い、得られたデータを市民が活用できるよう提供を行う予定となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸内海における超長期的生態系・景観モニタリング手法の研究 

概要版 

概 

念 

  平成19年度 長期的にやさしく誰でもがで  

      きるモニタリング手法の検討 

手

法

平成20年度 多様な主体と連携しながら 

       市民が実施できる体制の検討

体

制

平成21年度 誰もが使えるデータの提供と 

活用方法の検討 

提

供
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図 3 実施体制 
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図 ４ 各ネットワーク 

＜主旨＞ 

世代を超えた長期的な『市民がやさしくできるモニタリング』と『誰もが使えるデータ』の提供  

陸 域：沿岸域から潮の影響を受

けない陸の領域 

沿岸域：陸域と海域に挟まれた海

岸線を含む領域 

海 域：水深10ｍ以上の領域 


